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   Excretory urography was performed using iohexol (Omnipaque 300 and Omnipaque 350) on 
388 patients requiring urography in the Department of Urology, Nagoya University School of 
Medicine and 10 affiliated hospitals. Adverse reactions were observed in 3 cases (0.8%), but they 
were all mild. Good image efficacy was obtained in more than 95% of the patients injected 20 




in the results of image efficacy between 40 ml (Omnipaque 300) and 100 ml (Omnipaque 300) 
groups. Therefore, the use of 40 ml of Omnipaque 300 for excretory urography was considered to 
be a very useful screening method for the urinary tract.
(Acta Urol.  Jpn, 36: 963-967, 1990)




























Table2・症 状 お よび疾 患 名





















1988年2月よ り1988年8月まで の7カ 月 間 にTable
1に 示 す 各施 設 に お い て,な ん らか の尿 路 疾 患 に よ り
泌 尿器科 を受 診 した患 者 の うち,尿 路 造 影 検 査 の必 要
性 を説 明 し,同 意 の 上iohexolによる造影 検 査 を施
行 した388例を 対 象 と した.患 者 の 内 訳 は 男性258例女
性130例,年齢 は6歳 か ら88歳(平 均5L2±16・9歳)
で あ った.こ の うち 過 去 に 造 影検 査 を う け た ものは
132例(33.9%)であ り,ま た な ん らか の ア レル ギ ー
性 疾患 の既 往 を もつ もの は7例(1.8%)で あ った.
対 象 と した疾 患 はTable2に 示 す とお りで あ り,
尿路 結 石 が最 も多 く176例と全 体 の45.2%を占 めた.
つ いで 血 尿 の精 査,前 立 腺 肥 大 症,尿 路 感 染症 の順 で
あ る.
2)方 法
全例 に お い て オ ム ニバ ー ク300また は350の テス ト
ア ンプル を用 い て 感受 性 テス トを した 後,排 泄性 尿 路
造 影 を行 った.iohexo1の製 剤 と して は オ ム ーパ ー ク
300を使 用 した もの352例,オ ム ニパ ー ク350を使 用 し
た もの36例で あ った.ま た投 与 量 は オ ム ニバ ー ク300
の場 合20ml88例,40mll37例,100ml26例,オ
ム ニパ ー ク350の場 合20m126例,40mllO例 で あ
った.投 与製 剤 投 与 量 の決 定 は 主治 医 に よ った.各
投 与 群 の16歳以上 の症例 を対 象 と して造 影 効 果 を 比 較
検 討 した 。
造影 方 法 は,オ ム ニパ ー ク30020m1,40mlの各
群(以 下IVP群)で は オ ム ニパ ー ク300また は350
を仰 臥 位 に て前 腕 の静 脈 よ り1分 以 内 に静 注 し,5分
後,10分後 お よび10分後立 位 像 を 撮影 した.ま た オ ム
ニパ ー ク300100ml投与 群(以 下DIP群)で は ,
原 則 と して オ ム ーパ ー ク300100mlを10分以 内 に 点
滴静 注 し,仰 臥 位 に て 点 滴 開始 後10分,20分,30分,
30分立 位 像 を 撮 影 した。
副作 用 の評 価 は,388例 す べ ての 患 老 に お い て,患
者 の 自覚症 状,問 診 お よび 主 治 医 の観 察 に よ り主 治 医
が そ の有 無 を 判 定 した.
造影 能 の評 価 は,各 投 与 群 の うち16歳以 上 の 症例 を
対 象 と し,ネ フ ログ ラム,腎 孟 腎 杯像,尿 管,膀 胱 を
含 め た総 合 評 価 と した.評 価 法 は コ ン トラ ス トが 良 く
読 影 が 容 易 な もの 耕,コ ン トラ ス トは 劣 るが 読影 は 比
較 的 容 易 な もの暑,コ ン トラス トは 劣 るが 読 影 可 能 な
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もの+,コ ン トラス トが 悪 く読 影 不 可能 な もの 一.の
4段 階 と した.判 定 は主 治 医判 定 に よった.
また 一 部 の症 例 で は検 査 前 また は 後に 血 清 ク レアチ
ニ ン値 を 測定 した.
結 果
1)感 受 性 テス ト
感 受性 テ ス トは全 例 に 施 行 され た が,陽 性 と判 定 さ
れ た もの は なか った.
2)副 作 用
全388例中,な ん らか の 副作 用 を認 め た ものは3例
(0.8%)のみ で あ った.う ち2例 は オ ム ニパ ー ク300
(0.6%),1例は オ ムe・・一 ク350(2.s%)使用 例 で
あ った.副 作 用 の 内容 は発 疹 発 赤2例,薄 麻 疹i例 で
あ ったが い ず れ も重 篤 な もので は なか った,各 症 例 の
詳 細 につ い て はTable3に 示 す.
3)造 影 効 果 の評 価
各 群 ご との主 治 医 判 定 に よ る 造 影 効 果 の 結 果 を
Table4に示 す.十 以 上 を有 効 と考 え る と,オ ム ー
;_ク35020m1投与 群 の み は右 効ass.z%と低 か っ
た が他 の す べ ての 群 では95%以 上 の有 効 率 が得 られ た.
しか し,帯 の みに 限 る と,オ ム ニパ ー ク35040m1投
与 群90.0%,オ ム ーパ ー ク30020m1投与 群61.0
0,オ ム ヨパ ー ク30040ml投与 群88.3%,オ ム_
;_ク300100ml投与 群85.2%でオ ム ニパ ー ク300
20m1投与 群 の造影 効果 は,他 の3群 に 比べ る とや や
劣 る と考 え られ た.他 の3群 に つい て は 造影 効 果 の点
で は差 は 認 め られ な か った.
4)血 清 ク レアチ ニ ン値
検 査 前 後に 血 清 ク レア チ ニ ン値 を 測 定 した22例に お
い て検 査 前値1.0±0.20mg/d1,検査 後 値1.0±0.07
mg/dlと差 を認 め な か った.ま た,検 査 後 血 清 ク レ
アチ ニ ン値 が上 昇 した も のは3例 の み で 上昇 幅 は0.2



















に つ い て は多 くの 報告 が 成 され てお り4-10),iohexol
は す で に最 も広 く使 わ れ て い る造 影 剤 の一 つ で あ る と
思わ れ る.
今回 われ わ れ はiohexolの製 剤 であ るオ ム ニパ ー
ク300および350を用 い て排 泄性 尿 路 造影 を施 行 し,20
ml,40ml,100ml投与 時 に おけ る そ の安 全 性,造 影
能 に つ い て比 較 検討 した.
わ が 国 に お け るiohexo1による排 泄 性 尿路 造 影 に
お け る 副作 用 の発 生率 は,軽 微 な もの も含 め て0～8
0とされ6,8,9),重篤 な結 果 を 招 く こ と は きわ め て 少
ない と され て い る,今 回 われ わ れ の 検討 では,投 与 方
法,投 与量 等 が必 ず しも同一 では な いた め 従 来 の報 告
と単 純 に は 比 較 で きな い が,副 作 用 の発 現 率 は0・8%
と きわ め て低 く,ま た い ずれ も軽 微 な もの で あ り,従
来 の報 告 以 上 にiohexolの高 い安 全 性 を示 す もの で
あ る と思わ れ た.ま た 非 イ オ ン性 低 浸透 圧 造影 剤 に よ
る遅 発性 の副 作用 の報 告 もみ られ るIUが,今 回 のわ れ
わ れ の 検討 で は この よ うな タ イ プの 副作 用 は 発生 しな
か った.
排 泄性 尿 路 造影 に お け る造 影 能 は,投 与 量 あ るい は
投 与 方 法に よ りか な り影 響 を うけ る と思 わ れ るが,従
来 の 報 告 では オ ム ニパ ー ク300100m1に よるDIP
の 有 効 率は,吉 本 ら4)は90%,飯泉 ら5)は96.5～100%,
布 施 ら6)は100%と報 告 してい る.ま た オ ム ニパ ー ク
300によるIVPの 有 効 率 は,布 施 ら6)は20m1投与
で83～9フ%,井戸 ら7)は50ml投 与 で100%,池 ら8)
は60ml投 与 で83%と して い る.一 方 オ ム ニパ ー ク
350による排 泄性 尿路 造 影 の 報告 と して は,布 施 ら6)
が20ml投 与 で有 効 率73～100%,井戸 ら7)は40ml
投与 で有 効 率98.7%と報告 して い る,今 回 のわれ われ
の 検討 では,各 群 の有 効 率は オ ム ー ・一 ク300100ml
投 与(DIP)で は97.6%,20ml,40ml投与(以 上
IVP)で は それ ぞ れ96.4%,98.5%,オム ニパ ー ク
35020m1,40ml投与(IVP)は それ ぞ れ69.2%,
100%であ り,こ の結 果 は 従 来 の報 告 とほぼ 一致 す る
と思わ れ た.特 に オ ム ニパ ー ク35040ml投与 に よる
IVPは,造 影 効果 柵 の率 に 限 って もDIP群 と変 ら
ず,尿 路 疾患 の ス ク リー ニ ソグ法 と して きわ め て有 用







軽 微 で あ り,iohexolはきわ め て 安 全 な造 影 剤 であ る
と思 われ た.
3)造 影 効 果 と して は,オ ム ニパ ー ク30020m1・
40ml,100mlおよび,オ ム ニパ ー ク35040ml投与
群 で いず れ も95%以上 の 高 い有 効 率 が 得 られ た.特 に
オ ム ニパ ー ク30040ml,オム ニパ ー ク35040ml投
与 に よるIVP群 では オ ム ニパ ー ク300100ml投与
に よるDIP群 と変 ら ない 造 影 効果 が 得 られ.き わ















4)吉 本 純,野 田雅 俊,松 村 陽右,大 森 弘 之 ・点 滴
静 注性 腎 孟 造影 に お け る非 イ オ ン性 低 浸透 圧 性 造
影 剤Iohexol300の有 用性.西 日泌 尿50:1411-
1414,1988
5)飯 泉 達 夫,秦 亮 輔,雨 宮 裕,友 政 宏,金 子
昌 司,村 松 弘志,狩 場 岳 夫,矢 崎 恒 忠:排 泄性 尿
路 造影 にお け るIohexolの使 用 経 験.泌 尿器 外
=Hisaoi-so4,lass
6)布 施 春樹,宮 崎公 臣,中 島孝 夫,藤 田幸 雄=イ オ
ン性 造 影 剤 に副 作 用 を 有 す る患 者 に対 す るIo・
hexol(Omnipaque)の使 用 経 験.泌 尿 紀 要35:
371-375,1989
7)井 戸邦 雄,平 松 京 一,大 熊 潔,山 口昂 一,叶 内
哲,重 田帝 子,河 野 敦,鈴 木 宗 治,吉 田 哲雄,
多 田信 平,山 田哲 久,恵 畑 欣一,隈 崎 達 夫,峰 屋
順 一,関 恒 明,石 川 徹,中 島康 雄,大 場 覚,
伴 野 辰雄,小 塚 隆弘,徳 永 仰,打 田 日出夫,
西 村幸 洋,山 田 龍作,津 田 正洋,伊 藤 勝 陽,小 川
洋 介,鬼 塚 英 雄,佃 正 明,山 村 秀 夫=静 脈性 尿
路 造影 に おけ る非 イ オ ン性 ヨー ド造影 剤lohexol
の 有 用 性 の検 討 一240,300,350mgI/ml製剤 に
よ る比 較試 験 一 薬 理 と治療17:357-369,1989
8)池 克志,広 瀬 政 寛,鈴 木 孝 成,兼 坂直 人,麦 島
清 純,赤 田壮 一,石 田二 郎,若 林 ゆ か り,井 上 真
吾,網 野 三郎=Iohexo1300の経 静 脈 性 尿 路 造影
に おけ る使 用経 験.基 礎 と臨床20=731-736,
1986
9)三 方 律 治,今 尾 貞 夫,柴 本 賢 秀,堀 内 大太 郎 ,村
松 弘 志=非 イ オ ン性 低 浸透 圧 性 造 影 剤(イ オ ヘ キ
ソー ル)を 使 用 した 泌 尿器 科 領 域 のX線 造影 法 .
長 井,ほ か:排 泄 性 尿路 造 影 ・Iohexol
薬 と臨床37:200-210,1986
10)九嶋 和 美,村 上 晃一=オ ム ニパ ー クを 使 用 した
Bolusinjectiony`よる経 静 脈性 尿 路 造影.映 像
情報20:、880-883,1988
11)PantoPNandDavesP:Delayedreaction
tourographiccontrastmedia.
59;41-44,1986
967
BrJRadiol
(ReceivedonMarch30,1990/
¥AcceptedonApril3,1990/
(迅速 掲 載)
